
� はじめに

すでに、福井 (2012) および福井 (2013) において、本邦随一の国際貿易

港に躍進する神戸の概況を各種の統計データを駆使して調査分析した。本稿

では、1912年に創設された関西学院高等学部商科の理念、カリキュラム、教

員陣容そしてその内実を跡付けてみたい。なお、商科開設時のグランドデザ

インを描き、其の後の教育・研究の実質的なリーダーであった木村禎橘につ

いては稿を改めて論じたい。

� 1912年の関西学院高等学部商科の設立

�－１ 関西学院高等学部商科の創設時のカリキュラム

前稿および本稿で見たように、神戸港およびそれを支えた産業活動の躍進

を背景に、関西学院は1912年に高等学部商科ならびに文科を創設した。その

後漸く高等商業学部を創設するのは1921年であったから、道を隔てて西向か

いにあった神戸高等商業学校に遅れること、18年の歳月が過ぎたことになる。

次の丸谷喜市（1887年生まれ、後の神戸経済大学初代学長）の神戸高商受

験時の思い出は、当時の様子を物語る貴重な証言であろう。高等商業学校へ

の道順を神戸駅前のタバコ屋で聞くと、あらんことか、そこは兵庫県立神戸

商業学校であった｡「約一時間ののち、青年は熊内橋の上に立っている。見

渡すかぎり畑また畑の連続、人家は寥々である。畑の間を五間幅の道路が二
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粁ほど、まっすぐに東に延びている。その端ちかくに点在するのが目差す校

舎であるらしい。近づいてみると、それは二つの学校で、道路の突き当たり

が関西学院（遠方からは、この方が目立っていた)､ その西北に隣接してい

るのが高商である。そして両校の境目には神戸市の境界標が立てられてあっ

た (凌霜50年、pp. 32�3)｣。当時の関西学院には、神学部と普通学部しかな

かった。

� 商科開設に至る小史

1993年７月に、商学部内に商科開設80周年記念事業委員会がおかれ、つぎ

の答申を提出している。商科創設にいたる簡潔な歴史紹介であるので、ここ

に改めて紹介する。

「関西学院は明治22年 (1889年) に神学部と普通学部をもって創設された。

その後、学院は高等教育機関への発展を重ねて計画した。しかし、文科を中

心とする高等教育機関はついに実現しなかった。ところが、創設20年を経過

した明治42年 (1909年)、第二代院長吉岡美国以下の学院首脳は商科を中心

とする高等教育機関の開設を内定し、専門学校令による高等学部の創設に踏

み切った。この関西学院高等学部商科は３年間の準備期間を経て明治45年

(1912年) ４月に授業を開始し、学院長吉岡美国、高等学部長ベーツ、商科

長松村吉則の首脳陣のもとで、神戸高等商業学校と並ぶ私立の高等商業教育

機関として着々とその基礎を固めていった。この時代の教授陣は、主として、

松村吉則、木村禎橘、石田祐六など東京高等商業学校専攻部卒業の専任教員

と、隣接する神戸高等商業学校の教授からなる非常勤講師により構成され、

商業学、商業計算、商業通信とよばれる専門科目が、簿記、法律学、経済学

などの科目とならんで講義されていた。現在の関西学院大学商学部は新制大

学として発足した関西学院大学経済学部から分離したものであるが、その源

流はこの高等学部商科に遡る」としている。

さらに、その今日的意義としてつぎの５点を掲げている。20年後の今日に

おいて些かもその指摘の重要性は衰えるどころかむしろ益々輝いているだろ

う。
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「１．それは日露戦争後の日本における産業革命の時代に、経済人の育成を

要求する社会の期待にそうものであったこと。

２．それは、国立か私立かを問わず､「明治の時代」に創立された数少な

い高等商業教育機関のひとつであったこと。

３．しかも、それは他の私立とは異なり、ミッション・スクール（メソジ

スト）が開設した高等商業機関であったこと。

４．したがって、高等学部長ベーツのモットーは単なるモットーではなく、

その根底にはメソジストの経済倫理が流れていること。

５．我々は、それ故に、かつての高等学部商科の伝統を受け継ぐ意味にお

いて、商学部における研究と教育の領域で、常に、現代社会における経

済人の倫理とその社会的責任の重要性を問題にすべきこと｣。

� 基本理念

本項では、1912年設立時の商科の基本理念について述べたい｡『関西学院

高等商業学部二十年史』(以下20年史と略す）冒頭において、その設立理念

をつぎのように述べている｡「当時漸く盛になり来たつた実業教育に着目し

て、之に基督教的人格主義を加へ、実業界に真にクリスチヤン・スピリツト

を持つた青年を送り出す事が時代の急務である (p. 5)｣。実際、初代高等学

部長ベーツの担当科目は倫理学であったことは注目されよう。クリスチャン・

スピリットとは、前項の�のスクールモットーであり、�のビジネスパース

ンの持つべき正しき倫理感と社会的責任にあると言えよう。

�－２ 関西学院高等学部商科の創設時の教員陣容

� 創設時の教員陣容

つぎの表 1 は高等学部創設時の陣容を示している (『開校四十年記念関西

学院史』 (以下40年史と略す)､ pp. 90�91)。当時35歳のベーツは高等学部と

しての重責を担った。マシュースは彼より６歳年長のアメリカ・南メソヂス

ト監督教会宣教師であり、1908年から関西学院図書館長をしていた。彼等は

その年の夏に今後の関西学院経営に関して軽井沢で会談している (池田、p.
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22)。

文科と商科から成る高等学部において、商科専任者は西山 (35歳) と木村

(27歳) の２名に過ぎない。ベーツは「法律と実務に明るい、ベーツ氏の心

友西山広栄氏 (1877�1930) や、商業教育に一大抱負を有する、同じくベー

ツ氏の甲府時代の知己木村禎橘氏が招かれて、各々高等学部創設の主要なる

部署を堅める事となった｣ (20年史、p. 7)。帝大法科出身の西山は本郷中央

会堂の会員でベーツと親しく、判事を辞職しての着任であり、商科の専門家

とは言えないだろう。

東京高等商業学校出身であり、市立甲府商業学校（1901年創立）と私立大

阪商業学校（1887年創立）で教鞭を取り、その後、母校の専攻部に学んだ木

村は、簿記会計の専門家であり、公立と私立の普通商業学校の教職体験を踏
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表１ 高等学部創設時の陣容

学部長 倫理学 ○ C. J. L. Bates M. A.

教授
法律、経済、商業 △ 西山廣榮 商科専任
英語、聖書 ○ W. K. Matthews 文科専任
心理学 ○ 曾木銀次郎 神学部教授兼任
和漢文 ○ 村上博輔 普通学部教員兼任
英語、哲学 ○ R. C. A. Armstrong 普通学部教員兼任
博物 ○ 真鍋由郎 普通学部教員兼任
英文学 ○ H. F. Woodsworth 普通学部教員兼任
数学、物理、化学 泉瑛 普通学部教員兼任
商業算術、簿記 △ 木村禎橘 商科専任
体操 衛藤衛

講師
英語 山口造酒
英語、歴史 小久保定之助
英語 小川忠蔵
書法 佐伯小彌太

注) ○印は『関西学院事典』に本人項目記載があり、△印は事項項目中に記
載がある。肩書きは福井調べ。



まえて、自信満々の商科就任であったと思われる。のちに今日の会計士制度

と税理士制度の基礎を築いた人物の一人でもある。表の脚注に示したように、

木村が事典に独立項目として表章されていない。これは、この事典の人名項

目が主として各時代の役職者名簿に基づいて記述したものであるからである。

表１のリストにはないが、創設２年目の1913年４月に初代商科長として着

任した松村は、金沢商業学校長（1900年設立、現・石川県立金沢商業高等学

校）でメソヂストであった（『関西学院百年史通史編Ⅰ』、p. 338)。彼の就

任条件は明らかではないけれども、初代商科長を引き受けた彼は着任後の

1915年７月に欧州に商業教育視察に留学し1916年12月の帰国後１年足らずの

1917年11月で離任している (20年史、年譜 pp. 2�3)。

『開校四十年記念関西学院史』がいみじくも「未だ充分に教員を整へ得た

りとは言ひ難き (40年史、p. 90)」と告白しているように、スタッフの量、

質いずれも貧弱である。とくに学科創設の観点から言えば、創設１年目であっ

て、２年目あるいは３年目の就任教員が内定しているとしても、専門科目の

教員が創設時にはわずかに木村のみであった。初代商科長となる松村吉則は

まだ着任していない。

� 商科の実情

初年度商科36人、文科３人の入学者を迎えて、４月15日に高等学部入学式

を挙行した。初代高等学部長ベーツはマッケンジーとともに新たに経営に参

加したカナダ・メソジスト教会の人物であった。当時のカナダは独立前の英

領であったことから、ここに関西学院は「日米英」三カ国の共同経営体となっ

たわけである。後に述べるように、商科にふさわしい専門図書室が未整備で

あり、また神学部校舎教室を間借りするなど施設不十分であった。しかも当

時のわが国学制の一般的な９月入学制を採用しなかったために、他校を目指

して、７月の入試のために途中退学の学生が少なくなかった。それでも、４

年後の1915年３月、入学者の三分の一にあたる12人が１期生として卒業した。

後の高商教授小寺敬一氏はその一人である。５期生69人、10期生133人と順

調に伸ばしていく (同、p. 96)。
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現在、彼ら12名の卒業記念碑が100年の時を経て、商学部本館正面入り口

右側に人知れず立っている。

「商業教育の実際化を計り、学生相互の親睦を増進するために商科だけの

倶楽部を作りたいとは、商科教授木村禎橘氏の考へだけでなく学生の等しく

希望する所であつた (20年史、p. 19)｣。創設１年目が過ぎようとする1913年

２月に学生の自治会として商科会は設立された。その具体策が、財界人の講

演会の開催と実習機関としての消費組合の設立であった。そして商科会の機

関誌として発刊したのが『商光』である。機関誌の題字は吉岡院長の筆によ

り、命名は木村教授によった（同、p. 21)。その根拠は、マタイによる福音

書第５章14�16節による。

「あなたがたは、世の光である。山の上にある町は隠れることができない。

また、あかりをつけて、それを枡（ます）の下におく者はいない。むしろ燭

台（しょくだい）の上において、家の中のすべてのものを照させるのである。

そのように、あなたがたの光を人々の前に輝かし、そして、人々があなたが

たのよいおこないを見て、天にいますあなたがたの父をあがめるようにしな

さい｣。

校訓「Mastery for Service」は、ベーツが『商光』創刊号（1915年２月刊）

巻頭に寄せた英文のメッセージ「OUR COLLEGE MOTTO “MASTERY FOR

SERVICE”」に掲載されている。ベーツのこの講演論説の後には、住友銀行

神戸支店長の山下芳太郎氏が「欧州戦乱の実業界に及ぼせる影響」を論じて

いる。後に住友合資理事となった山下氏は木村教授の東京高商基督教青年会

の16年先輩である。其の後に、在学生の資料翻訳と自由エッセイが続く。

� 1919年の『関西学院高等学部文科・商科要覧』

新カリキュラムが落ち着きを見せたと思われる1919年のカリキュラムと教

員陣容を観察する。1919年２月発刊の『私立関西学院高等学部文科・商科要

覧』によれば､「明治四十五年四月専門学校 (四ケ年程度) として認可を受

け文科商科を併置す。シー､ ゼー､ エル､ ベーツ氏高等学部長として五ケ年
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其職に在り鋭意励精創業の難に処し今日隆運の基礎をなせり。大正六年四月

ベーツ氏任満つるを以て帰国しアール、シー、アームストロング氏其の職を

継ぐ｡」とある（筆者注、原文のカタカナをひらがなに変えた)。

� カリキュラム体系

続いて、文科の概略説明の後で、商科に関して､「全国各高等商業学校に

比し特に商業学及商業実践の時数を増し修養的科目を加え英語に重きを置く。

初年級については二部教育制度を採り中学出身者を甲部とし、商業学校出身

者を乙部とし、夫々特種の教育を施し学力の長短を補足し堅実均一なる基礎

を作り、教育の効程に良好の結果あらしめんとす。

上級に於いては学科選択制度を採用し科目の幾分を選択履修せしめ、最上

級に至りては更に二部教育制度を定め、貿易界実業界に入らむとする者は甲

部とし実務に適切なる教育を授け、外交界経済界に身を投ぜんとする者を乙

部とし法政経済の根本的研究をなさしむ。且つ研究演習 (ゼミナール) 制度

を置き学生各自の希望長所に従ひ商業学各部門の特別専攻をなさしめ、他日

大成の素地を養はしむ。尚人格修養又は語学練磨に資すべき諸集会により種々

の方面に教養の効果あらしめんとす。

教師は現今在職せる諸員の外学級の増加に従い帝国法文商諸学士或は海外

諸大学出身者等其道に堪能なる人士を増聘し内容を完全せしめ、基督教主義

に基く人格の大成と実力の養成とを理想として自由教育の本旨を完うせんこ

とを期す。故に学生に関しても其数の多からんより質に於いて善且美ならむ

ことは本学部の望む所なり｣。

なお、高等学部規則第一章総則において､「文科及商科の修養年限は各四

箇年とす」であり､「商科第一学年及第四学年を分ちて甲部及乙部とす」と

ある。

つぎに、学科目を見ると、第１学年においては毎週33時数（単位数）であ

る。共通科目19時数に加えて、甲部・乙部の独自科目は共に14時数であり、

計33時数となる。詳しく見ると、共通科目の内訳は、英語 (10時数、以下同

じ)、作文及書法(2)、心理学(2)、英語聖書(2)そして体操(3)で計19時数で
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ある。英語を重視した教育内容となっている。さらに、独自科目の内訳は、

甲部に入る普通中学卒業者に対しては、商業算術(4)、簿記(4)、商業通論(2)、

経済通論(2)、法学通論(2)の計14時数を配し、乙部に入る商業学校卒業者に

対しては、国漢文(2)、代数及幾何(5)、理物及化学(5)、博物学(2)の計14時

数を配している。足らない科目を履修させて、第２学年で同程度の知識に揃

えることに腐心していることがわかる。これは、神戸高商の二部制を取り入

れたものであろう。

第４学年については、貿易・実業を希望する甲部については、英語(5)、

外国商業実践(5)、内国商業実践(2)、商工経営(2)、計理学(2)、体操(2)を

必修履修せしめ、外交・経済を希望する乙部については、英語(5)、経済学

(3)、経済政策(2)、政治学及現代政治学(3)、外交及殖民(3)、体操(2)を必

修履修せしめている。同じ甲部、乙部を使用しているものの、第１学年と第

４学年では、教務上の意味がまったく異なることに注意したい (図１参照)。

なお、おそらく乙部の外交とは、東京高商では早くから領事館や外交官にな

る人のためのコースがあった (東京大学経済学部編、p. 633) ことを意識し

たものであろう。

� 教員陣容

表２は、専任教員と非常勤講師について氏名、職階、学位および取得大学

を記載しており、非常勤講師については所属機関を明記している。ただし、

所属機関は京都帝国大学と神戸高等商業学校の２校のみである。カリキュラ

ムについては、文科と商科は別立てであるけれども、教員は両科をまとめて

併記しているために商科教員を峻別することは難しい。語学など兼任もあっ

たから、学院側はそうした意識はなかったのかもしれない。職階はすべて教
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図１ 関西学院高等学部商科の基本的なカリキュラム体系

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

甲部 (普通中学校卒業者) 甲部 (貿易・実業)

乙部 (商業学校卒業者) 乙部 (外交・経済)



授となっており、軍事教練で派遣されている陸軍大尉を除くと総計22名を数

える。○印は『関西学院事典』(2001年刊) に人名項目記載があり、△印は

事項項目中に記載があることを示す。アメリカ・南メソヂスト監督教会から

は、ニュートンとマシュース、カナダ・メソヂスト教会からはアームストロ

ング、そしてウッズウォースについても父親がメソヂスト教会牧師であった

ことからこの教会の関係と思われる。ニュートンは倫理学、アームストロン

グは社会学、哲学そして経済学を教えている。創設時メンバーである西山は、

本郷中央会堂でベーツの勧誘を受けた。この中央会堂でベーツから勧誘され

たのは、他には、クリスチャンで研究者であった、河上、小山 (おやま)、

佐藤（小山の仙台二高の後輩）がいる。小山は帝大哲学科時代に本郷組合教

会で教会生活を送る。東京毎日新聞記者の後に関西学院高等学部文科長とし

て着任。その後離任し、横浜貿易新報主筆を経て衆議院議員当選。帝大文科

大学卒の佐藤は1913年着任。学内雑誌『関西文学』の編集にあたる。10年間

の関西学院在職のあと、東京女子高等師範から京城帝大教授。学内兼任者リ

ストを見ると、池田は第一神戸中学校長。帝大史学科出身の野々村は第三高

等学校教授から移籍、２年半の在職の後、早稲田第一高校長に就任。村上は

1889年にランバスから広島教会で受洗している。小澤は弓道部の発展に尽く

した。畑は松山中学から関西学院普通学部に編入した後、早稲田大学を卒業

している。庭球部顧問として尽力。泉は京都帝大理学科卒業。中学部教頭か

ら1918年高商教授として数学を担当。1919年に離任し、四高教授。大岩は

1921年に離任し、東京外国語学校教授。菊池はクリスチャンの沼津中学校長

の江原素六の伝道に接し小林光泰から受洗（『関西学院事典』p. 71)。東京

高商を1901年に本科２年次で退学して渡米しイリノイ大学 (院) で学ぶ。萩

中学、上海東亜同文書院教授を経てアームストロングの勧誘を受けて着任。

大学予科長。また、増井 (1885�1957) は県立神戸商業学校、神戸高商から

東京高商専攻部卒業後の1914年に高等学部教授。1917年から 2年間のヨーロッ

パ留学を経て1920年離任、母校の神戸高商に教授として戻り、1951年に大分

大学初代学長を務めている。新庄博は彼のゼミ生 (折茂・森田、P. 82)。岸

関西学院大学商学部の源流を探る(3) 9
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表２ 1919年当時の専任教員と非常勤講師の一覧表

職員
名誉院長 ○ 吉岡美国 Doctor of Divinity

学院長 ○ J. C. C. Newton Doctor of Divinity

学部長 ○ R. C. Armstrong Doctor of Philosophy

文科長 ○ 野々村戒三 文学士
商科長代理 △ 西山廣榮 法学士

教授
倫理学 ○ J. C. C. Newton Doctor of Divinity

社会学、哲学、経済学 ○ R. C. Armstrong Doctor of Philosophy

法律学 △ 西山廣榮 法学士
歴史 ○ 野々村戒三 文学士
聖書、英語 ○ W. K. Matthews M. A.

国漢文 ○ 村上博輔
英文学、英語 ○ H. F. Woodsworth B. A.

商業学、英文簿記、計理学 J. G. Sims B. A.

英語、英文学 △ 佐藤清 文学士
商業学、経済学 増井光蔵 商学士
哲学、英語 岸波常蔵 Doctor of Philosophy

英語 池田多助 文学士
英語 上阪泰次 文学士
商業学 岩本啓治 商学士
体操 △ 小澤広
英語、美学 ○ 畑歓三
数学、商品 泉瑛 理学士
英語 大岩元三郎 B. A.

商業学、経済学 外岡松五郎 商学士
英語 ○ 菊池七郎 B. S.

簿記、商業算術 林良吉
経済学、統計学、法律学 ○ 河上丈太郎 法学士
体操 時實佐平 陸軍歩兵大尉

講師
聖書 小野善太郎
書法 山本清右衛門
音楽 岡島政尾
独逸語 Otto Steiner

英語 小久保定之助 神戸高商教授
英語 小川忠蔵 神戸高商教授 B. A.､ M. A.

商業地理及商品 石橋五郎 神戸高商教授 文学士
経済学 阪西由蔵 神戸高商教授 商学士
財政学 神戸正雄 京都帝大教授、法学博士
教育学及教育史 小西重直 京都帝大教授、文学博士
英語 A. J. Elson B. A.

商業学 滝谷善一 神戸高商教授 商学士
英語 H. W. Outerbridge M. A.

計理学 原口亮平 神戸高商教授
商業学 堀内泰吉 神戸高商教授 商学士
支那語 徐東泰 神戸高商講師
東洋思想史 浦川源吾 文学士
商業学 内池廉吉 神戸高商教授 商学士
独逸語 山口造酒 神戸高商教授、Doctor of Literature

名誉教授
前学部長 ○ C. J. L. Bates M. A.

前文科長 ○ 小山東助 文学士



波 (1876�1954) は、東北学院出身のクリスチャンで定年まで関西学院に勤

めている。上阪（こさか）はその後離任して高松高商教授。1932年に英語音

譜論のテキストを発刊している。岩本は保険学の父と言われる一橋大学村瀬

春雄の弟子で、その後横浜高商（現・横浜国立大学）に移籍。肩書きの記載

のない林は、県立神戸商業学校、神戸高商を卒業、1910年東京高商専攻部退

学。1918年商科着任の後欧米に留学。帰国後は会計学・簿記学を講ず。蹴球

部顧問。1927年離任。外岡は立教大学講師から1918年に着任。その後離任し

て浜口儀兵衛商店 (現・ヤマサ醤油) 常務。河上 (帝大法科大学卒) は立教

大学講師を辞して1918年着任し国家学、政治学を論ず。1928年日本労農党か

ら衆議院議員当選。29年離任。野々村は立教中学時代の河上の恩師（藤原、

pp. 3�16)。時實 (1865�1929) は退役後、北野中を経て高等学部に1919年着

任。

かくして、当時の専任教員の陣容として、クリスチャンや地縁（仙台、東

京）のつながりが強固であったように見える。下記の表３は1928年当時の日

本全体の私立専門学校の教員構成を示している。専任での博士取得教員数は

わずか129人であり、全体の3.4％である。1919年に遡ると、より博士号の価

値は高かったと考えられるので、関西学院高等学部では、ニュートンとアー

ムストロングの存在感はこの点からも大きかったと思われる。

� 教員の定着率の低さ

1912年創設の実質的な中心メンバーであった木村禎橘 (計理学) が10年足

関西学院大学商学部の源流を探る(3) 11

表３ 私立専門学校の教員構成 (1928年)

専任 兼任 計

博士 129 309 438
学士 591 887 1,478
その他 978 692 1,670
外国人 109 46 155

計 1,807 1,934 3,741

(出所) 天野 a、p. 307の図６�23



らずで離任したのをはじめ、松村吉則 (商業学) や石田祐六 (保険) は在籍

わずか数年で離任している。とくに木村は学生の中に飛び込み、彼らの生の

声に傾けた人物であり､「学生の実習機関としての消費組合」の設立を呼び

かけた人物であった (20年史、p. 20)｡「(商科専用の建物が未完成で神学館

や礼拝堂付属小集会室で間に合わせていて失望して退学する学生が多かった

なかで、筆者注)、よく残留学生を糾合し、学校当局との間に立ちて、或は

此を慰撫し、彼を励まして、只管商科の基礎を定めたりし者 (40年史､ p. 94)」

なる優れた教育者であっただけに、東京高商出身の会計士として独立し1918

年に離任したことは創設時の商科にとっては少なからぬ痛手であったと思わ

れる。初代商科長の松村は1917年に、第２代商科長大岩は1921年にそれぞれ

離任。1919年に専任であった増井、岩本、上阪そして林は、官立高商に移籍

していくことになる。この点について､『関西学院事典』は､「当時の官立の

高等商業学校や専門学校設立ブームの中でスタッフの定着率は低かった」と

述べている。

実際、官立では、1903年の神戸高商に続いて、1905年には長崎高商と山口

高商 (山口高校を改称)、1911年には小樽高商が設置された。これは日清戦

争後に､「わが国の商業が著しく発達した (学制五十年史、p. 249)」からで

ある。さらに、1919年には東京帝国大学と京都帝国大学に経済学部が設置さ

れるとともに、同年、帝国議会で可決された「高等諸学校創設及拡張計画」

によって、官立高等教育機関の大拡充・増設が全国的な規模で始まった。こ

れによって、官立高商は1920年からの 5年間で 8校が増設された（天野 a、

pp. 273�4)。すなわち、1920年名古屋高商、1921年福島高商と大分高商、

1922年彦根高商と和歌山高商、1923年には横浜高商と高松高商、1924年には

高岡高商、公立では、1904年の大阪市立高商、1928年の横浜市立商業専門学

校 (現・横浜市立大学) そして1929年の県立神戸高商、私立では、1912年の

高千穂高商、1919年の大倉高商 (現・東京経済大学)、1922年の松山高商

(現・松山大学)、1928年の巣鴨高商 (現・千葉商科大学)、1932年の浪速高

商 (現・大阪経済大学)、1934年の福岡高商 (現・福岡大学) と多くの旧制
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専門学校が設立されている（同､ pp. 516�523)。

私立大学に限定しても、1903年の明治、法政、中央、専修、立命館、翌

1904年の慶応、早稲田、日本、同志社、関西、拓殖、1907年の立教、1908年

の関西学院そして1913年の上智が、専門学校令による認可を受けた (天野 b、

p. 240)。商学あるいは経済や法学を持つ大学は数多くあったので、そこで

の商学関連科目の教員の需要は強かった。

1925年において法商経私学の学科編成表 (天野 a、p. 284) によれば、早

稲田大学専門部、同付属早稲田専門学校、明治大学専門部、中央大学専門部、

法政大学専門部、日本大学専門部、拓殖大学専門部、関西大学専門部、日本

大学専門学校 (現・近畿大学) の９校に商科が開設されている。さらに、キ

リスト教系 (男子) 私学の学科編成表 (同、p. 286) を見ると、東北学院専

門部、明治学院、青山学院専門部、上智大学専門部、同志社専門学校、関西

学院、西南学院高等部の 7校に商科が設置されている。依然として、商学関

連科目の教員の需要は強かった状態が続いていたと思われる。

� 商科の独自の人事政策

専門科目の非常勤講師については、10人の神戸高等商業学校の教員に依存

していることは明白である。二人の京都帝大教授のなかで、神戸（かんべ）

教授の後に迎えた汐見三郎教授の功績は非常に大きいだろう。弟子の柏井象

雄 (1907�1986、京都帝国大学経済学部卒業後の1936年着任) を関西学院に

紹介したのは彼であろう。非常勤教員については西向かいに位置した神戸高

商に大きく依存したけれども、専任教員については２名の出身者を採用した

にとどまる。キリスト教主義の私学としての矜持から私学の個性と独立性を

守るために半ば自制した結果かもしれない。たとえ、優秀な人材を取れたと

しても官立に逃げられた感がしないでもない。このあたりは投機的な推測で

あり、これ以上の言及は避ける。

関西学院商科の教員採用の慎重さに比して、たとえば、設立時での明治大

学商学部は豪快である｡「東京高等商業学校関係者の協力によって、明治大

学商学部は創立された (黒田､ p. 68)」とし、全講師23人のなかの８名が高

関西学院大学商学部の源流を探る(3) 13



商教授であり、東京高商の「学理実際兼ね通ずる人材」を養成する教育理念

は同大学商学部の教育理念としても培われ、教員人事や学生交流を通じて深

く結びついてきたとし、高商の「力添え（同、p. 70)」を結言としているこ

とは興味深い。

すでに見たように、当時は全国各地に高等商業学校や専門学校の設立が数

多くあり、教員の入れ代わりが頻繁にあり、商科、文科ともに定着率は低かっ

た。関西学院も他の私学と同様に、学問的な自由を立てるためには、教員の

レベルアップを図り、教員の自給体制を作る必要が出てきた。海外留学させ

るか、帝大に研究員として派遣するかして、研究レベルを上げるしか手段は

なかった。とくに、日本の社会科学系学問が輸入学問であったことは論をま

たないであろう。江戸末期の蛮書調所の伝統が色濃く続いてきたことは事実

である。海外で最先端の学問動向に触れることは必須であった。こうした努

力の結果として、多くの有力私学が大学昇格の実を上げようとしていた。関

西学院もその例外でなかった。

� 高等学部商科の堅実な成長

そうしたなかで、1919年に東晋太郎 (1893�1971、神戸高商卒業後東京高

商専攻部に進学し福田徳三の指導を受ける。ベーツから洗礼。1926年から１

年半欧米に留学)、奥田勲 (1894�？、小樽高商、東京高商専攻部に進学、上

田貞次郎の指導を受ける、1919年商科着任)、石井卓爾 (1891�？、オハイオ・

ウェスリアン大学英文科卒業後に商科教授着任、1928年からペンシルヴェニ

ア大学 (院) に留学、1941年に神戸商業大学予科教授)、1920年には小寺敬

一 (1894�1951、商科１期生、卒業後コロンビア大学留学、高等商業学部教

授)、1921年神崎驥一 (1884�1959、普通学部卒業後にカリフォルニア大学に

留学。高等商業学部長として帰国。第５代院長)、24年には池内信行 (1894�

1972、1914年東京外国語学校独逸語本科卒業後コロンビア大学およびベルリ

ン大学に留学。高等商業学部着任後ベルリン大学留学)、田村市郎 (1894�

1968、商科５期生、京都帝大経済学部研究委託生として財部静治教授に学ぶ、

新設の調査部主任を兼務)、1928年には青木倫太郎 (1902�1989、高商３期生、
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南メソジスト大学、コロンビア大学に留学後、1928年に高商着任)、29年に

は小宮孝 (1902�1975、東京商科大学1929年卒業後高商教授、戦後は第９代

院長、神戸女学院長。弟子に和田繁)、楠井隆三 (1899�1991、一高、帝大経

済学部卒。欧米留学を経て台北帝大教授。1946年着任、弟子に丹羽春喜、高

井真) らのスタッフが集められ、その後の高等商業学部発展に尽くした。

在学生は1916年256人、17年409人、18年521人、19年630人、20年702人と

順調に拡大していった。初代高等学部長ベーツは “Mastery for Service” を

学生に訴え、第２代高等学部長アームストロングは “Kwansei Gakuin de-

pends upon you” と常に学生に呼びかけ、彼らを信頼することで学院の家庭

的な師弟関係は学生の増加にも拘らずいささかも失わなかった。

� 関西学院生の通学手段

�－１ 交通網の整備

まず、当時の神戸の交通網の整備の歴史をたどる。

・1874年５月11日に官設鉄道大阪駅・神戸駅間開通。三ノ宮駅 (現・元町

駅) 同日開業。

・1905年 4 月12日に阪神電気鉄道は大阪から神戸の路線を開業した。岩屋

駅 (阪神電気鉄道、p. 52) も同日営業した。

・1912年12月28日に滝道 (現・三宮) から熊内橋通１丁目まで神戸電気鉄

道株式会社の市内路線 (2.322 km) が開通した。その後、1917年に神戸

市営となった。

・1917年12月 1 日に国鉄東海道本線灘駅が開設。

・1919年４月神戸市電､ 熊内１丁目―上筒井間が開業（延伸線）

・1920年 7 月16日には阪神急行電鉄が梅田駅・神戸駅 (上筒井駅) で開業。

・1931年５月１日三ノ宮駅が現在の場所に移設されて同名で開業し、旧・

三ノ宮駅は元町駅と名称変更。

・1933年６月17日阪神電鉄本線の岩屋・三ノ宮間が地下線で開通

・1936年４月１日阪急電鉄の神戸本線西灘（現・王子公園)・三ノ宮間が
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高架線で開通

1905年までは、阪神電車がなかったので、学校には主として長い距離を徒

歩で行くしかなかったと思われる。阪神「岩屋駅」ができてからは徒歩十数

分の通学距離になった。その後1912年に路面電車が熊内橋通１丁目まで開通

したので、そこからの徒歩通学も可能となったのであろう。1917年には灘駅

が開設されて大阪方面からも神戸方面からも随分便利となったと思われる。

1919年には路面電車が学院まで延長されたから、神戸方面からの学生は長い

距離を歩く必要がなくなったのであろう。翌年には阪急が梅田から上筒井に

までの路線を神戸本線として敷設し、格段に交通の便は改善されたのである。

�－２ 阪急神戸本線への岸本謙太郎の巨額融資

ここで、岸本汽船社長であり、箕面自由学園創設者の岸本謙太郎 (1874�

?) について触れておきたい。箕面有馬電気軌道㈱（現・阪急電鉄）は､「当

時 (1915年、筆者注)、当社は資本金僅か550万円、内払込金385万円であっ

て、別に200万円の社債があり、唯一の取引銀行たる北浜銀行はすでに破綻

し、株式市場は暴落の頂点に達するという状態 (吉原、p. 7)」であった。

神戸本線建設の目処は容易に立たなかった。神戸本線建設資金に窮した同社

はその25年史において､「当社（阪神間交通事業は急務であって一日も放置

すべきでない、筆者注）の主張に同情せられた岸本謙太郎氏は大正５年10月、

当該資金として金参百萬円を六朱五厘の低利を以って貸与されたのである。

例えその事業は有望なりとは言うものの、阪神急行線新工事の前途を楽観し

て、一個人で、一会社にこの如き巨額の資金融通を進んで決行されたことは、

我が国事業界空前の美学であり、当社の今日あるは、一に岸本氏の義侠的放

資の賜であって、当社は同氏の厚誼を深く感銘するものである（吉原、p. 8)」

と記している。1920年２月の神崎川、西宮そして六甲の各配電所の落成に続

いて、７月16日に、本線 30.3 km、伊丹支線 2.9 kmの阪神直通線は開業した。

新聞広告には､「市電上筒井連絡。綺麗で早うてガラアキ。眺めの素敵によ

い涼しい電車」と打って出た。翌21年に宝塚西宮線単線運転、翌22年には複
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線運転開始。26年今津まで延伸。

�－３ 原田の森周辺の教育機関の配置

図２は当時の交通網の概略を示している。さらに、この図には、参考とし

て、跡地のその後の経緯を、関西学院周辺の教育機関の校地を含めて書き加

えている。赤松城跡に移転した神戸高商の跡地には、市立神戸一中（現・葺

合高校）をはじめとした小中高が入ったこと、関西学院の跡地には、新設の

県立神戸高等商業が星陵台に移転するまでの短期間、旧校舎を借用したこと、

同じく星陵台に移転した県商の6000坪の跡地は報徳商業が40万円で購入した

こと、第二次大戦の戦災で校舎を失った報徳は甲東園に移転し、その跡地に

神戸海星女子学院が入ったことを書き加えている。また、県商の北側には、
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図２ 原田の森への交通手段のその後

(注１) 県商が40万円にて報徳学園に校地売却については、永田 (p. 564)
(注２) 関西学院が阪神急行電鉄に320万円で売却（関西学院百年史 p. 443）
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1930年に松蔭女子校が中山手通６丁目から移転した。新生田川沿いの葺合区

二宮町にあった神戸一中は1938年に灘区上野通に移転。さらに、かつての外

国人墓地の所在地を記入した。戦後整理されて現在は修法ヶ原墓地に眠る。

� おわりに

1889年４月１日、八部郡荒田村、神戸区そして菟原郡葺合村は合併して神

戸市制が発足した。その半年後の９月28日、関西学院は神戸市の東はずれの

都賀野村 (1895年に西灘村と改称) の田園地帯にランバスを入れて６人の教

員と27人の生徒というこじんまりした私塾として創立された。官立や公立の

教育機関とは違い、国家の経済的な支援は全く期待できない環境のなかで、

徴兵令13条や同23条による徴兵猶予非適用や文部省訓令12号による宗教教育

の禁止あるいは中学部校舎の全焼、そして財政的な苦境など、幾多の苦難が

学院を襲った。

高等学部商科開設の数年は「クリチカル､ ピリオド (20年史､ p. 11)」で

あったという。教授は少なく、仮校舎で設備はない｡「隣りを見れば全国第

二高商を誇る神戸高商の学生が研究に於てスポーツに於て厳然四隣を睥睨し

て居る。自分は中学生と同じ帽子を冠り、礼拝には中学生の殿へついて讃美

歌を唱ふ。図書館に入つても一向研究の足しになる様な経済、商業に関する

書物は備え付けて居ない。彼等が心細く感ずるのも当然であつたかも知れぬ。

或者は礼拝の時間のあるのを見て､ 此所は教会であつて学校ではないと云つ

た、或者は教授の整はない点からして此所は普通の商業学校であつて、高商

でないと訴へた (同､ p. 11)｣。

関西学院は、これらを乗り越えて、大きく飛躍を遂げる。そして1912年に

創設した高等学部商科は1921年には高等商業学部に発展していく。

神戸の産業活動がめざましい勢いで神戸市域を越えて田園地帯であった郊

外にまで押し寄せる。神戸製鋼所やダンロップそして鈴木商店の樟脳工場が

春日野に進出する。かつて須磨と並び称された敏馬浜は埋め立てられた。関

西学院の教育研究機関としての働きも大きくなり、もはや２万6700坪のキャ
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ンパスでは納めきれなくなった。

創立40年後に、関西学院は大学昇格をめざし、より広い校地を求める。そ

して、1929年３月31日に西灘村・原田の森を離れて上ケ原に移転を完了する。

翌４月１日、西灘村は、わが国屈指の大村の誇りを持って、酒造りの西郷町

そして風光明媚な六甲村とともに神戸市に編入する。２年半後の1931年９月

１日に、神戸市に市制が施行され、これら灘三ヶ町村は「灘区」となる（八

木・落合､ p. 115)。

かくして、原田の森時代の関西学院は一度も神戸市域には入らなかったこ

とになる。学院の再三の要望にもかかわらず、神戸市水道から原田の森への

水道配給には供しなかった（40年史、p. 49)。神戸市の人口は1889年当時の

13万6000人から1929年には約６倍の78万8000人となり、実に日本第三位の大

都市に成長する。

関西学院も設立時の生徒数わずか神学生８人普通学部生19人の計27人の私

塾から、1929年には神学部72人、文学部285人、高等商業学部717人そして中

学部773人の総計1847人 (同、pp. 213�214) の学生・生徒を擁する一大学園

に成長を遂げていく。まさしく､「小さく生んで大きく育った」のは、国際

貿易都市神戸市だけでなかった。関西学院もそうであった。40年で生徒・学

生数は何と70倍になったのである。

再度、私の問題意識を述べてみよう。関西学院の発展は、�神戸港、神戸

経済の躍進に大いに支えられていた。�アメリカ・南メソヂスト監督教会そ

して1910年からのカナダ・メソジスト教会の経済的な支援。�さらに､学院

を支えた優れた教育者・研究者の存在も大きかったといえよう。

拙稿では、関西学院高等学部商科の教育カリキュラムの理念と教員陣容に

ついて、若干の歴史的な考察を加えた。最後に、関西学院学院史編纂室の辻

美己子氏には､ 原稿の読み直しで多大な助けを得たことを感謝したい。

（筆者は関西学院大学商学部教授）
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